
鹿児島大学の研究者と対話できる「場」を定期的に開催し、産学連携のきっかけをつくることで
企業の抱える技術的な課題解決をサポートし、新しいビジネスの創出を目指します。

日 時

場 所

募集対象

定 員

参加費無料！
10名

発表テーマ

デザインを通して豊かで新しい生活・空間を創出する

研究シーズの概要

当研究室では、どの様なモノに美しさを感じ、モノの形態がヒトとコトをどうやってうまく結びつけているのか。美的
感覚の原理や、ヒトとモノとの関係性を解明するための研究を進めながら、実践的なデザイン活動にも取り組んでい
ます。デザインが新たな価値を創造し、地域のまちづくりや素材・材料・商品の活性化などへとつながるように、これま
での研究や実践活動で得られた知見を活かした企画アイデア、デザイン提案などで課題解決に寄与してまいります。

《主催》鹿児島市  《共催》鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター https://www.city.kagoshima.lg.jp/san-sousyutu/techmeeting.html

Techミーティングか
ご
し
ま

mark MEIZAN 2F
ユーティリティスタジオ(鹿児島市名山町9-15)

産学連携に興味のある事業者

《第1回》
2022年6月16日（木）14：00～15：30 

鹿児島大学 学術研究院理工学域工学専攻
建築学プログラム　准教授

兵庫県生まれ。東京工業大学大学院修士課程修了。株式会社デザインシステムを経て、一級建築士事務所ikmo設立。法政大学や桑沢デザイ
ン研究所で非常勤講師を勤め2010年東京工業大学大学院博士後期課程修了（博士（工学））。小山工業高等専門学校建築学科 准教授の後
に2013年より鹿児島大学大学院理工学研究科 建築学専攻 准教授。

柴田 晃宏 氏

キーワード デザイン/インテリア/家具/プロダクト/パッケージ/アートイベント/知育玩具

●デザインによる素材・材料・商品の利用活性化、Reブランディング　　　 ●アートイベントやインスタレーションなど空間演出提案
●建築、インテリア、家具、プロダクト、パッケージなど立体デザイン全般　  ●デザイン教育、クリエイティブ思考教育

企業の取組に対して協力できる主な事項

住宅・家具・照明・玩具などのメーカー企業、その他立体パッケージを利用されている商品を持つ企業、自治体
シーズ活用に期待が持てる企業

デザインシグニファイアに関する研究（造形論）
デザインプロセスに関する研究（設計論）
視 覚的快適性に関する研究（美学認知論）
V R を 用いた 空 間 認 識に 関 する 研 究

[内容] ヒトとコトをうまく結びつけるのはどのような形態か。
[内容]人はどの様なプロセスで形態を創造するのか。
[内容]人はどの様なものに美しさを感じるのか。
[内容]人はVR空間と実空間をどの様に感じ取っているのか。

研究内容




